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１．委員の指摘及び提言概要 

大気汚染物質のバックグラウンド（BG）濃度レベルの適切な把握は重要な問題である。例えば、

モデル研究ではBG について妥当と思われる仮定を用いることが多く、このような研究の進展によ

り、より精度の高い変動の傾向の把握や平均値の把握に繋がるものと見込まれる。ただし、BG 地

域の定義がやや曖昧で、観測地域や観測時期によっては大気汚染物質の大規模発生源の影響が懸念

される。中間研究成果報告書では、BG 観測地域の低濃度値のバラツキが大きいように見え、物質

毎の測定精度も考慮してBG におけるパッシブ法の適用性評価をしていただきたい。サブ２のモデ

ル研究とサブ１の調査・観測研究との良好な連携を一層進め、今年度以降の成果に期待したい。 

 

２．採点結果 
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